
(57)【要約】

【課題】この発明は、簡便にして容易な取扱い操作を実

現し得、且つ、屋外での安全な使用を実現し得るように

することにある。

【解決手段】電子機器１１が嵌装される嵌装部１０２、

電子機器１１の表示部１１１と操作部１１２が視認可能

で、且つ、操作可能に対向される第１の領域１０３、及

び電子機器１１の外部接続部１１３を接続可能に露呈す

る開口１０１が設けられたケース本体１０に対して、そ

の開口１０１を閉塞するように、電子機器１１の外部接

続部１１３に接続される接続ケーブル１３が挿通される

挿通孔１２２を有するベース部１２を合体し、上記電子

機器１１と電気的に接続される接続ケーブル１３を、ベ

ース部１２の挿通孔１２２に挿通させて外部に延出させ

て、この接続ケーブル１３と挿通孔１２２との間を封止

するように構成した。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
周 壁 部 に 表 示 部 、 操 作 部 及 び 外 部 接 続 部 が 設 け ら れ た 電 子 機 器 と 、
こ の 電 子 機 器 が 嵌 装 さ れ る 嵌 装 部 、 前 記 表 示 部 と 前 記 操 作 部 が 視 認 可 能 で 、 且 つ 、 操 作 可
能 な 視 認 操 作 領 域 、 及 び 前 記 外 部 接 続 部 を 接 続 可 能 に 露 呈 す る 開 口 が 設 け ら れ た ケ ー ス 本
体 と 、
こ の ケ ー ス 本 体 の 嵌 合 部 に 前 記 電 子 機 器 が 嵌 装 さ れ た 状 態 で 、 該 ケ ー ス 本 体 に 対 し て 前 記
開 口 を 閉 塞 し て 合 体 さ れ る も の で あ っ て 、 前 記 外 部 接 続 部 に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル が 挿
通 さ れ る 挿 通 孔 を 有 す る ベ ー ス 部 と 、
前 記 接 続 ケ ー ブ ル を 前 記 ベ ー ス 部 の 挿 通 孔 に 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 該 接 続 ケ ー ブ ル と 前 記 挿
通 孔 と の 間 を 封 止 す る シ ー ル 機 構 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ス 本 体 に は 、 周 壁 に 補 強 部 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機
器 収 納 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 視 認 操 作 領 域 は 、 前 記 ケ ー ス 本 体 と 別 体 に 形 成 さ れ て 接 合 さ れ て 設 け ら れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ス 本 体 及 び 前 記 ベ ー ス 部 は 、 一 方 に 弾 性 係 合 部 を 形 成 し て 、 他 方 に 係 合 溝 を 形 成
し 、 前 記 弾 性 係 合 部 を 前 記 係 合 溝 に 弾 性 係 合 さ せ て 合 体 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ３ の い ず れ か 記 載 の 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
さ ら に 前 記 弾 性 係 合 部 を 前 記 係 合 溝 に 弾 性 係 合 さ せ た 状 態 で 、 相 互 間 を 係 合 方 向 に 圧 接 す
る 弾 性 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 例 え ば 携 帯 型 情 報 機 器 等 の 携 帯 に 好 適 す る 電 子 機 器 を 収 納 す る の に 用 い ら れ
る 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 携 帯 型 の 電 子 機 器 を 携 帯 す る 手 段 と し て 、 安 全 を 考 慮 し て 電 子 機 器 を 収 納 ケ ー ス
に 収 納 し て 携 帯 す る 方 法 が 採 ら れ て い る 。 こ の よ う な 電 子 機 器 を 収 納 す る 収 納 ケ ー ス と し
て は 、 折 畳 み 自 在 な 蓋 を 形 成 す る 余 長 部 を 形 成 し た 挿 着 用 の 開 口 を ケ ー ス 本 体 に 設 け 、 こ
の 開 口 よ り 電 子 機 器 を ケ ー ス 本 体 に 収 容 し 、 そ の 収 容 状 態 に お い て 、 そ の 余 長 部 を 折 畳 ん
で ケ ー ス 本 体 の 開 口 を 閉 塞 し て 収 納 す る 構 成 の も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 こ の 電 子 機 器 の 収 納 ケ ー ス は 、 そ の ケ ー ス 本 体 の 余 長 部 の 一 部 を 変 更 調 整 す る こ
と に よ り 、 防 水 機 能 を 持 つ 使 用 形 態 と 、 ケ ー ス 本 体 に 収 納 し た 状 態 で 、 電 子 機 器 に 接 続 ケ
ー ブ ル を 接 続 し て 電 子 機 器 の 使 用 を 可 能 と す る 使 用 形 態 に 切 り 替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 上 記 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス で は 、 そ の 電 子 機 器 を 収 納 し た 携 帯 時 と 、 電 子 機
器 の 使 用 時 に 応 じ て ケ ー ス 本 体 の 一 部 を 変 更 調 整 し な け れ ば な ら な い た め に 、 そ の 取 扱 い
が 面 倒 で あ る と い う 不 都 合 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 こ れ に よ る と 、 電 子 機 器 を 屋 外 で 使 用 す る 場 合 、 例 え ば 雨 等 が 降 っ て 来 て 、 雨 が 直
接 的 に 当 た っ た り す る と 、 雨 が ケ ー ス 本 体 内 に 侵 入 し て 、 ケ ー ス 本 体 内 の 電 子 機 器 を 濡 ら
す 虞 を 有 す る 。 こ の た め 、 屋 外 で の 使 用 時 に お い て 、 天 候 等 に よ り 、 使 用 す る こ と が 困 難
と な る と い う 不 都 合 を 有 す る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-165496 A 2004.6.10



【 ０ ０ ０ ６ 】
係 る 事 情 は 、 例 え ば 携 帯 型 情 報 機 器 等 の 携 帯 し て 外 で 使 用 す る 電 子 機 器 に あ っ て は 、 重 大
な 課 題 の 一 つ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ ― ２ ８ ０ ７ ５ ３ 号 公 報 （ 図 １ ～ 図 １ ３ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 述 べ た よ う に 、 従 来 の 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス で は 、 屋 外 で の 使 用 時 に 、 雨 等 が 降 る と 、
使 用 が 困 難 で 、 使 い 勝 手 が 劣 る と い う 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 便 に し て 容 易 な 取 扱 い 操 作 を 実 現 し 得
、 且 つ 、 屋 外 で の 安 全 な 使 用 を 実 現 し 得 る よ う に し た 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 周 壁 部 に 表 示 部 、 操 作 部 及 び 外 部 接 続 部 が 設 け ら れ た 電 子 機 器 と 、 こ の 電 子
機 器 が 嵌 装 さ れ る 嵌 装 部 、 前 記 表 示 部 と 前 記 操 作 部 が 視 認 可 能 で 、 且 つ 、 操 作 可 能 な 視 認
操 作 領 域 、 及 び 前 記 外 部 接 続 部 を 接 続 可 能 に 露 呈 す る 開 口 が 設 け ら れ た ケ ー ス 本 体 と 、 こ
の ケ ー ス 本 体 の 嵌 合 部 に 前 記 電 子 機 器 が 嵌 装 さ れ た 状 態 で 、 該 ケ ー ス 本 体 に 対 し て 前 記 開
口 を 閉 塞 し て 合 体 さ れ る も の で あ っ て 、 前 記 外 部 接 続 部 に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル が 挿 通
さ れ る 挿 通 孔 を 有 す る ベ ー ス 部 と 、 前 記 接 続 ケ ー ブ ル を 前 記 ベ ー ス 部 の 挿 通 孔 に 挿 通 さ せ
た 状 態 で 、 該 接 続 ケ ー ブ ル と 前 記 挿 通 孔 と の 間 を 封 止 す る シ ー ル 機 構 と を 備 え て 電 子 機 器
収 納 ケ ー ス を 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 の 嵌 装 部 に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 は 、 そ の 外 部 接 続 部 に 該 ケ
ー ス 本 体 の 開 口 を 閉 塞 し て 該 ケ ー ス 本 体 に 合 体 さ れ る ベ ー ス 部 の 挿 通 孔 に 挿 通 さ れ た 接 続
ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ た 状 態 で 、 そ の 開 口 を 閉 塞 す る よ う に ベ ー ス 部 が 合 体 さ れ て 収 納 さ れ
る 。 従 っ て 、 電 子 機 器 は 、 ケ ー ス 本 体 及 び ベ ー ス 部 に よ り 、 落 下 等 に よ る 損 傷 の 防 止 が 図
れ 、 し か も 、 雨 等 に よ る 水 の 侵 入 の 防 止 が 実 現 さ れ て 、 屋 外 に お い て も 、 信 頼 性 の 高 い 安
全 な 使 用 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 ケ ー ス 本 体 の 周 壁 に 補 強 部 を 設 け て 構 成 し た 。 こ れ に よ れ ば 、 ケ
ー ス 本 体 の 堅 牢 化 が 促 進 さ れ て 破 損 防 止 が 図 れ 、 電 子 機 器 の 信 頼 性 の 高 い 確 実 な 保 護 が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 視 認 操 作 領 域 を 、 前 記 ケ ー ス 本 体 と 別 体 に 形 成 し て 接 合 し て 設 け
る よ う に 構 成 し た 。 こ れ に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 の 成 形 の 簡 略 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 ケ ー ス 本 体 及 び 前 記 ベ ー ス 部 の 一 方 に 弾 性 係 合 部 を 形 成 し て 、 他
方 に 係 合 溝 を 形 成 し 、 こ の 弾 性 係 合 部 を 係 合 溝 に 弾 性 係 合 さ せ て 相 互 を 合 体 さ せ る よ う に
構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 と ベ ー ス 部 と の 合 体 、 分 離 を 容 易 に し て 、 確 実 に 行 う こ と
が 可 能 と な り 、 そ の 取 扱 い 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 弾 性 係 合 部 を 係 合 溝 に 弾 性 係 合 さ せ て ケ ー ス 本 体 と ベ ー ス 部 を 合
体 さ せ た 状 態 で 、 相 互 間 を 係 合 方 向 に 圧 接 す る 弾 性 部 材 を 備 え て 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 と ベ ー ス 部 と の 合 体 状 態 に お い て 、 外 部 か ら の 衝 撃 を 受 け

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-165496 A 2004.6.10



て も 、 弾 性 部 材 の 作 用 に よ り 、 相 互 の 分 離 が 確 実 に 防 止 さ れ て 信 頼 性 の 高 い 確 実 な 収 納 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス を 示 す も の で 、 ケ ー ス 本 体 １
０ は 、 シ リ コ ン 等 の 樹 脂 材 料 で 略 箱 状 に 形 成 さ れ て 、 そ の 一 方 面 に 機 器 出 し 入 れ 用 の 開 口
１ ０ １ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の ケ ー ス 本 体 １ ０ の 内 部 に は 、 開 口 １ ０ １ に 連 続 し て 嵌
装 部 １ ０ ２ が 電 子 機 器 １ １ の 外 形 形 状 に 対 応 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 電 子 機 器 １ １ は 、 例 え ば 携 帯 型 情 報 機 器 等 の 携 帯 型 電 子 機 器 で 構 成 さ れ 、 携 帯 し て 必
要 に 応 じ て 使 用 可 能 に 構 成 さ れ る 。 即 ち 、 電 子 機 器 １ １ に は 、 そ の 周 壁 の 所 望 の 位 置 に 表
示 部 １ １ １ 、 操 作 部 １ １ ２ 及 び 外 部 接 続 部 １ １ ３ が 設 け ら れ 、 所 望 の 場 所 に 携 帯 し て 、 そ
の 操 作 部 １ １ ２ の 操 作 に よ り 、 例 え ば 情 報 機 器 と し て 機 能 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に そ の 開 口 １ ０ １ と 直 交 す る 一 方 の 壁 面 に 視 認
操 作 領 域 を 構 成 す る 第 １ の 領 域 １ ０ ３ 及 び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ が 上 記 電 子 機 器 １ １ の 表 示 部
１ １ １ 及 び 操 作 部 １ １ ２ に 対 向 し て 設 け ら れ る 。 こ の う ち 第 １ の 領 域 １ ０ ３ は 、 図 ２ に 示
す よ う に 視 認 可 能 な 透 明 あ る い は 半 透 明 で 、 し か も 、 外 部 操 作 可 能 に 、 例 え ば フ ィ ル ム 状
に 形 成 さ れ る 。 こ の 第 １ の 領 域 １ ０ ３ は 、 例 え ば ケ ー ス 本 体 １ ０ と 一 体 的 に 形 成 し た り 、
あ る い は ケ ー ス 本 体 １ ０ に 透 過 窓 を 形 成 し て 、 こ の 透 過 窓 に 、 例 え ば 樹 脂 材 料 で 別 体 に 形
成 し た フ ィ ル ム 材 を 接 着 等 に よ り 密 閉 構 造 に 接 合 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
他 方 の 第 ２ の 領 域 １ ０ ４ は 、 例 え ば ケ ー ス 本 体 １ ０ と 同 材 料 で 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 電 子 機
器 １ １ が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ る と 、 該 電 子 機 器 １ １ の 操 作 部 １ １ １
が 操 作 可 能 に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 こ の 第 １ の 領 域 １ ０ ３ 及 び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ は 、 電 子 機 器 １ １ の 表 示 部 １ １ １ 及 び
操 作 部 １ １ ２ に 対 向 さ れ る 部 分 を 異 な る 色 に 形 成 す る こ と に よ り 、 そ の 使 用 環 境 が 見 え に
く い よ う な 場 合 に お い て も 、 電 子 機 器 １ １ の 信 頼 性 の 高 い 確 実 な 使 用 を 実 現 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 電 子 機 器 １ １ は 、 そ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ と 逆 側 の 側 面 側 が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０
１ に 挿 入 さ れ て 、 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ る 。 こ こ で 、 電 子 機 器 １ １ は 、 そ の 外 部 接 続 部
１ １ ３ が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ に 位 置 さ れ 、 そ の 表 示 部 １ １ １ 及 び 操 作 部 １ １ ２ が
ケ ー ス 本 体 １ ０ の 第 １ の 領 域 １ ０ ３ 及 び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ に 対 向 さ れ て ケ ー ス 本 体 １ ０ の
嵌 装 部 １ ０ ２ に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 状 態 で 、 電 子 機 器 １ １ は 、 そ の 表 示 部 １ １ １ が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 第 １ の 領 域 １ ０ ３ を
通 し て 視 認 さ れ 、 例 え ば タ ッ チ パ ネ ル 構 造 の 場 合 に は 、 第 １ の 領 域 １ ０ ３ 上 よ り タ ッ チ 操
作 が 行 わ れ る 。 同 時 に 、 操 作 部 １ １ ２ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ 上 か ら の 操
作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 そ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に ベ ー ス 部 １ ２ が 着 脱 自
在 に 合 体 さ れ る 。 こ の う ち ケ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 そ の 開 口 １ ０ １ の 内 周 壁 に 、 例 え ば ２ 本
の 合 体 用 の 係 合 溝 １ ０ ４ が 所 定 の 間 隔 を 有 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
他 方 の ベ ー ス 部 １ ２ は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に シ リ コ ン 等 の 樹 脂 材 料 で 有 底 筒 状 に 形 成
さ れ 、 そ の 開 口 側 の 外 周 壁 に ２ 本 の 弾 性 係 合 部 １ ２ １ が 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝 １ ０
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４ に 対 向 し て 突 設 さ れ る 。 こ の ベ ー ス 部 １ ２ は 、 矢 印 Ａ 方 向 に 挿 入 さ れ る と 、 そ の 弾 性 係
合 部 １ ２ １ が 弾 性 変 形 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝 １ ０ ４ に 挿 入 さ れ る 。 こ こ で 、 ベ ー ス
部 １ ２ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に 該 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合 体 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ は 、 そ の 周 壁 が
ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ に 覆 わ れ て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合 体 さ れ た ベ ー ス 部 １ ２ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 対 し て 矢 印
Ｂ 方 向 に 引 き 抜 か れ る と 、 そ の 弾 性 係 合 部 １ ２ １ が 弾 性 変 形 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝
１ ０ ４ か ら 離 脱 さ れ 、 該 ケ ー ス 本 体 １ ０ か ら 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 底 面 に は 、 シ ー ル 機 構 を 構 成 す る 挿 通 孔 １ ２ ２ が 上 記 電 子 機 器 １ １
の 外 部 接 続 部 １ １ ３ に 対 向 し て 設 け ら れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 そ し て 、 こ の ベ ー ス 部 １ ２ に は
、 そ の 外 周 壁 と 挿 通 孔 １ ２ ２ と の 間 を 連 通 す る ス リ ッ ト １ ２ ３ が 設 け ら れ 、 こ の ス リ ッ ト
１ ２ ３ に 沿 っ て 矢 印 方 向 に 二 つ に 分 割 可 能 に 形 成 さ れ る 。 し て 出 入 り 可 能 と し た 、 い わ ゆ
る 摺 り 割 り 構 造 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ に よ り 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 弾 性 力 に 抗 し て ス リ ッ ト １ ２ ３ に 沿 っ て 矢 印 方 向 に 回
動 付 勢 し て 二 つ に 割 り さ れ る と 、 そ の 二 つ 割 り の 略 中 央 部 に 挿 通 孔 １ ２ ２ が 、 略 線 状 に 露
出 さ れ 、 そ の 外 部 側 よ り 該 挿 通 孔 １ ２ ２ に 沿 っ て 図 示 し な い 外 部 機 器 に 接 続 さ れ た 接 続 ケ
ー ブ ル １ ３ が 挿 入 可 能 と な る 。 そ し て 、 こ の 挿 通 部 に 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ を 収 容 し て 、 ベ ー
ス 部 １ ２ は 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ を 中 心 と し て 、 ス リ ッ ト １ ２ ３ に 沿 っ て 反 転 付 勢 す る 。 こ
れ に よ り 、 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ は 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 沿 っ て 収 容 さ れ る 。 こ こ
で 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 収 容 さ れ た 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ の 周 囲 に 圧 接 さ れ
て 、 該 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ と の 間 が 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 上 記 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ を 収 容 し た 状 態 で 、 例
え ば ス リ ッ ト １ ２ ３ に 、 接 着 剤 を 塗 布 し て 接 着 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ れ に よ れ ば
、 さ ら に 封 止 の 確 実 化 が 図 れ て 、 ベ ー ス 部 １ ２ と 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ と の 間 の 確 実 な 防 水 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 通 さ れ た 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ は 、 ベ ー ス 部 １ ２ を 、
矢 印 Ａ 方 向 に 挿 入 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合 体 さ せ る 際 、 そ の コ ネ ク タ １ ３ １ が 、 ケ ー ス 本
体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 上 記 ベ ー ス 部 １ ２ に は 、 位 置 決 め 部 １ ２ ４ が 設 け ら れ る 。 こ の 位 置 決 め 部 １ ２ ４
は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ に ベ ー ス 部 １ ２ が 合 体 さ れ た 状 態 で 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の
嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ の 端 部 が 載 置 さ れ る 共 に 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 収
容 さ れ た 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ の コ ネ ク タ １ ３ １ が 当 接 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 位 置 決 め 部 １ ２
４ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 容 さ れ た 電 子 機 器 １ １ 及 び 接 続 コ ネ ク タ １
３ の コ ネ ク タ １ ３ １ の 位 置 決 め を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に 合 体 さ れ た ベ ー ス 部 １ ２ の 外 周
部 に は 、 ゴ ム 等 の リ ン グ 状 の 弾 性 部 材 １ ４ が そ の 弾 性 力 を 利 用 し て 巻 掛 け ら れ る 。 こ の 弾
性 部 材 １ ４ は 、 そ の 弾 性 力 で ベ ー ス 部 １ ２ の 弾 性 係 合 部 １ ２ １ を ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝
１ ０ ４ に 圧 接 し て 、 弾 性 係 合 部 １ ２ １ の 係 合 溝 １ ０ ４ か ら の 離 脱 を 規 制 し て ケ ー ス 本 体 １
０ か ら の ベ ー ス 部 １ ２ の 離 脱 を 防 止 す る と 共 に 、 相 互 間 の 気 密 性 を 高 め る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 例 え ば 図 示 し な い 表 示 が 、 収 納 さ れ る 電 子 機 器 １ １ の
表 示 部 １ １ １ 及 び 操 作 部 １ １ ２ に 対 応 し て 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ は 、
例 え ば 見 え に 屋 外 環 境 に お い て も 、 そ の 表 示 （ 図 示 せ ず ） を 確 認 す る こ と こ と で 、 第 １ の
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領 域 １ ０ ３ 及 び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ 上 か ら 電 子 機 器 １ １ の 表 示 部 １ １ １ 及 び 操 作 部 １ １ ２ の
正 確 な 位 置 の 把 握 が 容 易 に 可 能 と な り 、 所 望 の 操 作 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ こ で 、 上 記 電 子 機 器 １ １ を 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 納 す る 手 順 に つ い
て 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
先 ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ よ り 電 子 機 器 １ １ を 挿 入 し 、
該 電 子 機 器 １ １ を ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ せ て ケ ー ス 本 体 １ ０ 内 に 収 容 す
る 。 こ こ で 、 電 子 機 器 １ １ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に よ り 位 置 決 め さ れ て 、 そ
の 表 示 部 １ １ １ 及 び 操 作 部 １ １ ２ が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 第 １ の 領 域 １ ０ ３ に 対 向 さ れ て 、 そ
の 外 部 接 続 部 １ １ ３ が ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ に 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て は 、 ベ ー ス 部 １ ２ を 、 そ の 弾 性 力 に 抗 し て ス リ ッ ト １ ２ ３
よ り 挿 通 孔 １ ２ ２ を 略 中 心 と し て 二 つ に 割 り 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 外 部 接 続 用 の 接 続 ケ ー
ブ ル １ ３ を 収 容 す る 。 こ こ で 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 挿 通 孔 １ ２ ２ よ り 反 転 さ せ て 接 続 ケ
ー ブ ル １ ３ を ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 先 ず 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 通 し た 接 続 ケ ー ブ ル １
３ の コ ネ ク タ １ ３ １ を ケ ー ス 本 体 １ ０ の 電 子 機 器 １ １ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ に 接 続 す る 。 続
い て 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ 側 よ り 、 矢 印 Ａ 方 向 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 弾 性 係 合 部 １ ２ １ が 弾 性 変 形 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝
１ ０ ４ に 挿 入 さ れ 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に 該 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合
体 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ は 、 そ
の 周 壁 が ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ に 覆 わ れ て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 こ の ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合 体 し た ベ ー ス 部 １ ２ の 周 囲 に は 、 弾 性 部 材 １ ４ が 、 そ の 弾
性 を 利 用 し て 巻 掛 け ら れ る 。 こ こ で 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ は 、 相 互 間 が 弾 性
部 材 １ ４ の 弾 性 力 に よ り 圧 接 さ れ て 位 置 決 め さ れ 、 合 体 が 完 了 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 合 体 状 態 に お い て 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 納 さ れ た 電 子 機 器 １ １ は
、 例 え ば 屋 外 で 使 用 し て い て 雨 が 降 っ て き た よ う な 場 合 に お い て も 、 そ の 周 囲 が ケ ー ス 本
体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 密 閉 収 容 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 電 子 機 器 １ １ は 、 雨 に 濡 れ た
り す る こ と な く 、 そ の 表 示 部 １ １ １ の 視 認 及 び 操 作 部 １ １ ２ の 操 作 が 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の
第 １ の 領 域 １ ０ ３ 及 び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ 上 か ら 直 接 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 こ の 電 子 機 器 １ １ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ に 覆 わ れ て 保 護 さ れ て い る
こ と に よ り 、 例 え ば 屋 外 に お け る 使 用 時 に 、 石 等 の 硬 い も の の う え に 落 下 さ せ て し ま っ た
よ う な 場 合 に お い て も 、 該 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ に よ り 保 護 さ れ て 、 そ の 損 傷
が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 際 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ よ り 延 出 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ は 、 そ の 周 壁 が 挿
通 孔 １ ２ ２ に 対 し て 封 止 さ れ る 。 こ の 結 果 、 屋 外 で 降 る 雨 等 の 水 は 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通
孔 １ ２ ２ か ら ケ ー ス 本 体 １ ０ 内 に 侵 入 す る こ と が 、 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 上 記 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 納 さ れ た 電 子 機 器 １ １ の 電 池 交 換 、 あ
る い は 記 録 媒 体 の 着 脱 操 作 を 含 む 保 守 点 検 等 を 行 う 場 合 に は 、 例 え ば ベ ー ス 部 １ ２ を 、 ケ
ー ス 本 体 １ ０ か ら 引 き 抜 く 如 く 矢 印 Ｂ 方 向 に 付 勢 す る 。 す る と 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 そ の 弾
性 係 合 部 １ ２ １ が 弾 性 変 形 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ の 係 合 溝 １ ０ ４ か ら 離 脱 さ れ 、 該 ケ ー ス 本
体 １ ０ か ら 離 脱 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-165496 A 2004.6.10



【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 際 、 電 子 機 器 １ １ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ に 接 続 し た 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ は 、 ベ ー ス 部 １ ２
を ケ ー ス 本 体 １ ０ か ら 取 り 外 す 際 に 電 子 機 器 １ １ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ よ り 離 脱 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ こ で 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の
開 口 １ ０ １ よ り 、 取 り 出 さ れ 、 上 述 し た 電 池 交 換 、 記 録 媒 体 の 着 脱 操 作 等 の 所 望 の 交 換 ・
点 検 作 業 が 実 行 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 交 換 ・ 点 検 作 業 が 完 了 し た 電 子 機 器 １ １ は 、 再 び 、
ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ て 、 こ の ケ ー ス 本 体 １ ０ に 対 し て ベ ー ス 部 １ ２
を 、 上 述 し た 収 納 手 順 で 合 体 さ せ る 。 こ こ で 、 電 子 機 器 １ １ は 、 再 び 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及
び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 納 さ れ 、 屋 外 等 に お け る 所 望 の 使 用 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に 、 上 記 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス は 、 電 子 機 器 １ １ が 嵌 装 さ れ る 嵌 装 部 １ ０ ２ 、 電 子
機 器 １ １ の 表 示 部 １ １ １ と 操 作 部 １ １ ２ が 視 認 可 能 で 、 且 つ 、 操 作 可 能 に 対 向 さ れ る 第 １
の 領 域 １ ０ ３ 、 及 び 電 子 機 器 １ １ の 外 部 接 続 部 １ １ ３ を 接 続 可 能 に 露 呈 す る 開 口 １ ０ １ が
設 け ら れ た ケ ー ス 本 体 １ ０ に 対 し て 、 そ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に 、 電 子 機 器 １ １ の
外 部 接 続 部 １ １ ３ に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 １ ２ ２ を 有 す る ベ ー
ス 部 １ ２ を 合 体 し 、 上 記 電 子 機 器 １ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ を 、 ベ ー ス
部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 通 さ せ て 外 部 に 延 出 さ せ て 、 こ の 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ と 挿 通 孔 １
２ ２ と の 間 を 封 止 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ れ に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ の 嵌 装 部 １ ０ ２ に 嵌 装 さ れ た 電 子 機 器 １ １ は 、 そ の 外 部 接
続 部 １ １ ３ に 対 し て ケ ー ス 本 体 １ ０ の 開 口 １ ０ １ を 閉 塞 し て 該 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 合 体 さ れ
る ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 通 さ れ た 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ が 接 続 さ れ た 状 態 で 、 そ の
開 口 １ ０ １ を 閉 塞 す る よ う に ベ ー ス 部 １ ２ が 合 体 さ れ て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
従 っ て 、 電 子 機 器 １ １ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ に よ り 、 落 下 等 に よ る 損 傷 の
防 止 が 図 れ 、 し か も 、 雨 等 に よ る 水 の 侵 入 の 防 止 が 実 現 さ れ て 、 屋 外 に お い て も 、 信 頼 性
の 高 い 安 全 な 使 用 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 こ れ に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ 内 に 収 納 さ れ た 電 子 機 器 １ １ を 持
ち 運 ぶ 場 合 に は 、 例 え ば 接 続 ケ ー ブ ル １ ２ の 基 端 を 、 上 記 外 部 機 器 （ 図 示 せ ず ） よ り 取 り
外 す こ と で 、 そ れ 自 体 の 持 ち 運 び も 容 易 に 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 例 え ば 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す
よ う に ケ ー ス 本 体 １ ０ の 各 角 部 に 突 起 状 の 補 強 部 １ ０ ５ を 設 け る よ う に 構 成 し て も い よ い
。 但 し 、 図 ５ 及 び 図 ６ に お い て は 、 便 宜 上 、 上 記 図 １ 及 び 図 ２ と 同 一 部 分 に つ い て 、 同 一
符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
即 ち 、 こ の 補 強 部 １ ０ ５ と し て は 、 そ の 他 、 例 え ば ケ ー ス 本 体 １ ０ の 角 部 に 沿 っ て リ ブ 状
に 形 成 し た り 、 あ る い は ケ ー ス 本 体 １ ０ の 壁 面 に リ ブ 状 に 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ 及 び ベ ー ス 部 １ ２ の 堅 牢 化 の 促 進 が 図 れ る こ と
に よ り 、 例 え ば 厳 し い 屋 外 環 境 に お い て 使 用 し た り し て 、 比 較 的 、 乱 暴 な 取 扱 い を し て 、
強 い 衝 撃 を 受 け た 場 合 に お い て も 、 破 損 等 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 さ ら
に 、 電 子 機 器 １ ０ の 保 護 の 促 進 が 図 れ て 、 安 全 性 の 向 上 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 ベ ー ス 部 １ ２ に ス リ ッ ト １ ２ ３ を 設 け て 二 つ 割 り 形 成 し て
、 ベ ー ス 部 １ ２ を ス リ ッ ト １ ２ ３ に 沿 っ て 挿 通 孔 １ ２ ２ を 略 中 心 と し て 回 動 さ せ て 挿 通 孔
１ ２ ２ を 露 出 さ せ て 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ を ベ ー ス 部 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ ２ に 挿 入 し て 反 転 さ せ
て 封 止 す る よ う に 組 付 け る る よ う に 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 そ
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の 他 、 ベ ー ス 部 １ ２ を 複 数 の 分 離 ベ ー ス 部 で 合 体 自 在 に 形 成 し て 、 分 離 ベ ー ス 部 の 挿 通 孔
１ ２ ２ の 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ を 収 容 し た 状 態 で 、 分 離 ベ ー ス 部 を 合 体 さ せ て 接 続 ケ ー ブ ル １
３ を 挿 通 配 置 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 合 体 手 段 と し て 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ に ２ 本 の 係 合 溝 １ ０ ４ を
形 成 し て 、 ベ ー ス 部 １ ２ に ２ 本 の 弾 性 係 合 部 １ ２ １ を 形 成 し 、 こ の 係 合 溝 １ ０ ４ と 弾 性 係
合 部 １ ２ １ と を 係 合 さ せ て ケ ー ス 部 １ ０ と ベ ー ス 部 １ ２ と を 合 体 さ せ る よ う に 構 成 し た 場
合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 例 え ば ケ ー ス 本 体 １ ０ に 、 ２ 本 の 弾 性 係 合 部 を 形
成 し て 、 ベ ー ス 部 １ ２ に 、 ２ 本 の 係 合 溝 を 形 成 し 、 こ れ ら 弾 性 係 合 部 と 係 合 溝 と を 係 合 さ
せ て ケ ー ス 本 体 １ ０ と ベ ー ス 部 １ ２ と を 合 体 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の 合 体 手 段 を 構 成 す る 係 合 溝 及 び 弾 性 係 合 部 の 数 と し て は 、 上 記 ２ 本 に 限 る こ と な く 、
そ の 電 子 機 器 １ １ の 使 用 環 境 等 に 応 じ て 適 宜 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 こ の
合 体 手 段 を 構 成 す る 溝 構 造 と し て は 、 上 記 形 状 の も の に 限 る こ と な く 、 各 種 の 形 状 の も の
を 用 い て 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー ス 本 体 １ ０ に 対 し て 視 認 操 作 領 域 を 第 １ の 領 域 １ ０ ３ 及
び 第 ２ の 領 域 １ ０ ６ に 分 け て 形 成 す る よ う に 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と
な く 、 例 え ば 同 一 領 域 と し て 形 成 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 各 実 施 形 態
に は 、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合
せ に よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
例 え ば 各 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 簡 便 に し て 容 易 な 取 扱 い 操 作 を 実 現 し 得 、 且 つ
、 屋 外 で の 安 全 な 使 用 を 実 現 し 得 る よ う に し た 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス を 上 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 し
た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ を 側 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ベ ー ス 部 を 取 り 出 し て 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 組 立 て 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 機 器 収 納 ケ ー ス を 上 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示
し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ を 側 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 … 　 ケ ー ス 本 体
１ ０ １ 　 … 　 開 口
１ ０ ２ 　 … 　 嵌 装 部
１ ０ ３ 　 … 　 第 １ の 領 域
１ ０ ４ 　 … 　 係 合 溝
１ ０ ５ 　 … 　 補 強 部
１ ０ ６ 　 … 　 第 ２ の 領 域
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１ １ 　 … 　 電 子 機 器
１ １ １ 　 … 　 表 示 部
１ １ ２ 　 … 　 操 作 部
１ １ ３ 　 … 　 外 部 接 続 部
１ ２ 　 … 　 ベ ー ス 部
１ ２ １ 　 … 　 弾 性 係 合 部
１ ２ ２ 　 … 　 挿 通 孔
１ ２ ３ 　 … 　 ス リ ッ ト
１ ２ ４ 　 … 　 位 置 決 め 部
１ ３ 　 … 　 接 続 ケ ー ブ ル
１ ３ １ 　 … 　 コ ネ ク タ
１ ４ 　 … 　 弾 性 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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